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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間的に分布された複数の電極を備えるカテーテルを、心内膜表面を備える心臓腔に挿
入することと、
　心内膜表面から間を置いて配置されるカテーテルを、心臓腔における複数の異なる位置
のそれぞれに動かすことと、
　異なるカテーテル位置のそれぞれに対して、心内膜表面に対してのカテーテル電極の位
置を決定し、且つ心臓腔における電気活動に応答してカテーテル電極での信号を測定する
こと、
　カテーテル電極の決定位置と異なるカテーテル位置での測定信号に基づいて、心内膜表
面の複数位置で生理学的情報を決定すること、
を含む方法。
【請求項２】
　各カテーテル位置の少なくとも一つの電気的心臓周期に対して信号が測定される、こと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定には、電気的心拍周期に応じて異なるカ
テーテル位置で決定された信号を互いに同期化することが含まれる、ことを特徴とする請
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求項２に記載の方法。
【請求項４】
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定には、あたかも、心臓腔におけるカテー
テルの異なる位置に対してカテーテル電極によりサンプリングされた位置の全てから一度
に同期信号が得られたかのように同期信号を処理することがさらに含まれる、ことを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定には、同期信号に変形関数を適用するこ
とがさらに含まれ、
　変形関数が、心臓腔におけるカテーテルの異なる位置の少なくともいくつかから測定さ
れた信号を、心内膜表面の複数位置での生理学的情報に関係づける、ことを特徴とする請
求項３または請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定には、心内膜表面の複数位置での生理学
的情報を心臓腔におけるカテーテルの異なる位置に対して測定された信号に関係づけるた
めの順変換の計算を行って、順変換を反転させることにより変形関数を決定することがさ
らに含まれる、ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定には、異なるカテーテル位置の少なくと
もいくつかに対応する測定信号に基づいて、心内膜上の位置の少なくともいくつかのそれ
ぞれに対して生理学的情報の複数の推計を決定することが含まれる、ことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　生理学的情報の複数の推計を平均算出によって処理し、該平均算出が加重平均である、
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　決定された生理学的情報には、
　心拍周期の一つ又は複数の異なる位相のそれぞれにおける心内膜表面の複数位置での電
位値と、
　心内膜表面位置の異なる位置における一つ又は複数の心拍周期の最高電圧振幅と、
　心拍周期中の心内膜表面の複数位置での電気活動の周波数表現とのうちの少なくとも一
つが含まれ、
　心拍周期の異なる位相での心内膜表面の複数位置での電位値および心内膜表面の異なる
位置のそれぞれにおける活性化時間に基づいて周波数表現が計算されることを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の表面位置で決定された生理学的情報の少なくともいくつかを含むように心内膜表
面の少なくとも一部分を表示することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　心臓腔の治療の指標として用いるために、決定された生理学的情報に符号を付けること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　心内膜表面を有する心臓腔に挿入されるように構成され、且つカテーテルが心内膜表面
から間を置いて配置される心臓腔における複数の位置のそれぞれに動かせるように構成さ
れるカテーテルであって、心臓腔における電気活動に応答して信号を測定するように構成
され且つ空間的に分布した複数の電極を備えるカテーテルと、
　異なるカテーテル位置のそれぞれに対して心内膜表面に対してのカテーテル電極の位置
を決定するように構成されたセンサ素子と、
　カテーテル電極の決定位置および異なるカテーテル位置で測定された信号に基づいて心
内膜表面の複数位置での生理学的情報を決定するように構成された処理ユニットと、
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を含むシステム。
【請求項１３】
　決定された生理学的情報の少なくとも一部分を表示するように構成された表示素子をさ
らに含み、
　決定された生理学的情報には、
　心拍周期の一つ又は複数の異なる位相のそれぞれにおける心内膜表面の複数位置での電
位値と、
　心内膜表面位置の異なる位置における一つ又は複数の心拍周期の最高電圧振幅と、
　心拍周期中の心内膜表面の複数位置での電気活動の周波数表現の少なくとも一つが含ま
れており、
　周波数表現が、心拍周期の異なる位相における心内膜表面の複数位置での電位値および
心内膜表面のそれぞれの異なる位置に関する活性化時間に基づいて計算されることを特徴
とする、
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　空間的に分布された複数の電極を備えるカテーテルを、心内膜表面を備える心臓腔に挿
入することと、
　心内膜表面から間を置いて配置されたカテーテルにより心臓腔における電気活動に応答
してカテーテル電極での信号を測定することと、
　心内膜面に対する位置と測定信号とに基づいて心内膜表面の複数位置での生理学的情報
を決定することと、を含み、
　信号が、複数の電気的心拍周期の間に測定されることを特徴とし、且つ、
　生理学的情報が、異なる心拍周期の信号から派生した情報を組み合わせることにより少
なくとも部分的に決定されることを特徴とする、方法。
【請求項１５】
　心内膜表面から間を置いて配置されるカテーテルを、心臓腔における複数の異なる位置
のそれぞれに動かすことと、
　異なるカテーテル位置のそれぞれに対して、心内膜表面に対してのカテーテル電極の位
置を決定し、且つ心臓腔における電気活動に応答してカテーテル電極での信号を測定する
ことと、
をさらに含み、
　心内膜表面の複数位置での生理学的情報の決定が、さらに異なるカテーテル位置でのカ
テーテル電極位置および測定信号に基づくことを特徴とする、特許請求１４の方法。
【請求項１６】
　該組み合わせ処理には、電気的心拍周期の共通位相に対して信号から派生した情報を統
合することが含まれる、ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　決定された生理学的情報には、
　心拍周期の一つ又は複数の異なる位相のそれぞれにおける心内膜表面の複数位置での電
位値と、
　心内膜表面位置の異なる位置における一つ又は複数の心拍周期の最高電圧振幅と、
　心拍周期中の心内膜表面の複数位置での電気活動の周波数表現とのうちの少なくとも一
つが含まれ、
　心拍周期の異なる位相での心内膜表面の複数位置での電位値および心内膜表面の異なる
位置のそれぞれにおける活性化時間に基づいて周波数表現が計算されることを特徴とする
、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　心内膜表面を有する心臓腔に挿入されるように構成されたカテーテルであって、心内膜
表面から間を置いて配置されたカテーテルで心臓腔における電気活動に応答して信号を測
定するように構成され且つ空間的に分布した複数の電極を備えるカテーテルと、
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　心内膜表面に対する電極の位置と測定信号に基づいて、心内膜表面の複数位置での生理
学的情報を決定するように構成された処理ユニットと、をさらに含み、
　複数の電気的心拍周期の間に信号が測定されることを特徴とし、且つ、
　生理学的情報を決定するように構成された処理ユニットがさらに、異なる心拍周期の信
号から派生した情報を少なくとも部分的に組み合わせるように構成されていることを特徴
とする、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムであって、
　心内膜表面に対するカテーテル電極の位置を決定するための処理ユニットと交信するよ
うに構成されたセンサ素子をさらに含み、
　カテーテルが心内膜表面から間を置いて配置される心臓腔における複数の異なる位置の
それぞれに動くようにさらにカテーテルが構成されていることを特徴とし、且つ、
　異なるカテーテル位置のそれぞれに対して、心内膜表面に対するカテーテル電極の位置
を決定するようにセンサ素子が構成され、且つ、心臓腔における電気活動に応答してカテ
ーテル電極での信号を測定するようにカテーテル電極が構成されることを特徴とし、且つ
、
　異なるカテーテル位置でのカテーテル電極の位置および測定信号に基づいて心内膜表面
の複数位置での生理学的情報を決定するように処理ユニットがさらに構成されることを特
徴とする、システム。
【請求項２０】
　決定された生理学的情報の少なくとも一部分を表示するように構成された表示素子をさ
らに含み、
　決定された生理学的情報には、
　心拍周期の一つ又は複数の異なる位相のそれぞれにおける心内膜表面の複数位置での電
位値と、
　心内膜表面位置の異なる位置における一つ又は複数の心拍周期の最高電圧振幅と、
　心拍周期中の心内膜表面の複数位置での電気活動の周波数表現の少なくとも一つが含ま
れており、
　周波数表現が、心拍周期の異なる位相における心内膜表面の複数位置での電位値および
心内膜表面のそれぞれの異なる位置に関する活性化時間に基づいて計算されることを特徴
とする、
請求項１８に記載のシステム。
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